
メス シ リンダー を吸収 スペ ク トル 用 n ニ ヘ キサ ン 2 5 m L を 用 い て洗 い 、洗

液 を分液漏 斗 に合 わせ 、 よ く振 り混ぜ る。 これ に吸収 スペ ク トル 用 ジ メチ

ル スル ホ キ シ ド 5 . O m L を 加 え、 2 分 間激 しく振 り混ぜ た後 、 1 5 分 間放 置

す る。 下層 を 5 0 m L の 分液漏斗 に移 し、吸収 スペ ク トル 用 n 一 ヘ キサ ン 2

m L を 加 え、 2 分 間激 しく振 り混ぜ た後 、 2 分 間静 置す る。

下層 を 1 0 m L の せ ん付遠 心沈澱 管 に移 し、毎分 2 5 0 0 ～3 0 0 0 回転 で約 1 0

分 間遠 心 分離 して得 た透 明 な液 をセ ル に と り、密 せ ん し、 これ を試 験 溶 液

とす る。 別 に吸収 スベ ク トル用 n 一 ヘ キサ ン 2 5 m L を 5 0 m L の 分液 漏 斗 に

と り、吸収 スペ ク トル用 ジメチル スル ホ キ ン ド 5 . O m L を加 え、 2 分 間激 し

く振 り混ぜ た後 、 2 分 間静置す る。 下層 を 1 0 m L の せ ん付遠 心沈澱 管 に移

し、毎分 2 5 0 0 ～3 0 0 0 回転 で約 1 0 分 間遠 心 分離 して得 た澄 明 な液 をセ ル に

と り、密 せ んす る。 これ を対照 と し、直 ち に試 料溶液 の吸 光度 を測 定す る

とき、波長 2 6 0 ～3 5 0 n m に おい て、0 _ 2 0 以下 で あ る。

( 4 ) 硫 酸 塁色物

本 品 5  m L を ネ ス ラー管 に と り、9 4 . 5 ～9 5 _ 5 % 硫駿 5 m L を 加 え、7 0 ℃の

水浴 上 で しば しば振 り混ぜ なが ら 1 0 分 間加 温す る とき、流 動 パ ラフ ィン層

は変 色す る。 また 、硫 酸層 の色 は、次 の比較 液 の色 よ り濃 くな る。

比較 液 : 塩化 第 二鉄 の色 の比較原 液 3 . O m L に塩化 第
一 コバル トの比較 原 液

1 . 5 m L 及び硫 酸銅 の色 の比較原 液 0 , 5 m L を加 えて振 り混ぜ る。

( 5 ) 重 金 属  3 0 p p m 以 下 ( 第3 法 )

( 6 ) ヒ  素  2 p p m 以 下( 第2 法 )

非晶性 プ ロピレン ・エチ レン共重合体

A m o r p h o u s  P r o p y l e n e・ E t h y l e n e  C o p o l y m e r

本 品 は 、プ ロ ピ レン とエ チ レンか らな る共重合 体 で 、平均 分子 量 は 1 0 0 0 ～

1 0 0 0 0 であ る。

本 品 は、や や粘 着性 が あ る乳 白色 ～淡黄 色 の固体 で 、にお いは ないか 、また は

わず か に特 異 な にお いが ある。

本 品 は 、水 、エ ーテ ル及 びエ タノー ル には ほ とん ど溶 けないが 、 トル エ ン及 び

n 一ヘ プ タ ンに はやや 溶 け る。

確 認試 験

本 品 を 1 9 0 ℃で加熱 圧 着 し、5 0 ～1 0 0 μ m の 薄膜 と し、赤外 吸収 スペ ク トル 測

定 法 の薄膜 法 に よ り測 定す る とき、波数 2 9 6 0 c m ‐1 、2 8 5 0 c l l l  l 、1 4 6 0 c l l 1  1 、1 3 8 0 c m

l 、1 1 5 6 c m ‐1 、9  7  3  c l l 1  1 及び 7 3 0 c ‖1 付近 に吸収 を認 め る。

状性
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純度試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g を 8 0 ℃の トルエ ン1 0 0 m L に溶 かす とき、液 は透 明 で あ る。

( 2 ) 重 金属  1 0 p p m 以 下 ( 第2 法 )

乾燥減 量  1 . 0 % 以 下 ( 5 0 g 、1 6 0 ℃、 4 時 間)

強熱残 分  0 1 % 以 下( 3 0 g 、9 0 0 ℃、9 0 分)

非 晶性 プ ロ ピ レン ・エ チ レン ・ブテ ンー 1 三 元 共重 合 体

A m o r p h o u s  P r o p y l e n e・ Et h y l e n e・ Bu t e n e - l  T e r n a r y  C o p o l y m e r

本 品 は 、 プ ロ ピ レン とエ チ レン及 び ブ テ ン ー 1 か らな る三 元 共 重 合 体 で 、 平 均

分 子 量 は 1 0 0 0 ～1 0 0 0 0 であ る。

性   状

本 品 は 、や や 粘 着 性 が あ る乳 白色 ～ 淡 黄 色 の 団 体 で 、に お い は な い か 、ま た は

わ ず か に 特 異 な に お い が あ る。

本 品 は 、水 、エ ー テ ル 及 び エ タ ノー ル に は ほ とん ど溶 け な い が 、 トル エ ン及 び

n 一 ヘ プ タ ン に はや や 溶 け る。

確 認 試 験

本 品 を 1 9 0 ℃で 加 熱 圧 着 し、 5 0 ～ 1 0 0 μ m の 薄 膜 と し、 赤 外 吸 収 ス ペ ク トル 測

定 法 に よ つ て 測 定 す る と き 、波 数 2 9 6 0 c 皿
‐1 、2 8 5 0 c m  l 、1 4 6 0 c 皿1 、1 3 8 0 c m  l 、1 1 5 6

c m ‐1 、9 7 3 c m  l 、7 6 0 c m  l 及び 7 3 0 c m  l 付近 に 吸 収 を認 め る。

純 度 試 験

( 1 ) 溶 状

木 品 1 8 を 8 0 ℃の トル エ ン 1 0 0 m L に溶 か す とき 、 液 は透 明 で あ る。

( 2 ) 重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第2 法 )

乾 燥 減 量  1 , 0 % 以 下 ( 5 0 g 、 1 6 0 ℃、 4 時 間)

強 熱 残 分  0 1 % 以 下 ( 3 0 g 、 9 0 0 ℃、 9 0 分)

非 晶性 プ ロ ピ レン ・ブ テ ンー 1 共 重 合 体

A m o r p h o u s  P r o p y l e n e・ B u t e n e‐l  C o p o l y m e r

本 品 は 、 プ ロ ピ レン とブ テ ン ー 1 か らな る共 重 合 体 で 、 平 均 分 子 量 は 1 0 0 0 ～

1 0 0 0 0 であ る。

性   状
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本 品 は 、やや 粘 着性 が あ る字L 白色 ～淡 黄 色 の回体 で、にお い は ない か 、また は

わず か に特 異 な におい が ある。

本 品 は 、水 、エーテル及 びエ タ ノー ル に は ほ とん ど溶 けない が 、 トル エ ン及 び

n 一ヘ プ タ ンに はやや溶 け る。

確認 試 験

本 品 を 1 9 0 ℃で加熱圧 着 し、5 0 ～1 0 0 μ m の薄膜 と し、赤外 吸収 スペ ク トル 測

定法 の薄膜 法 に よ り測 定す る ときt 波 数 2 9 6 0 c m ‐1 、2 8 5 0 c m  l 、1 4 6 0 c m ‐1 、1 3 8 0 c m

l 、1 1 5 6 c m  l 、9 7 3 c m ‐1 及び 7 3 0 c m ‐1 付近 に吸収 を認 め る。

純 度試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g を 8 0 ℃の トル エ ン1 0 0 m L に溶 かす とき、液 は透 明 で あ る。

( 2 ) 重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第2 法 )

乾燥 減 量  1 . 0 % 以 下( 5 0 g 、1 6 0 ℃、 4 時 間)

強熱 残 分  0 1 % 以 下( 3 0 g 、9 0 0 ℃、 9 0 分)

非 晶性 ポ リプ ロ ピ レン樹 脂

Amorphous P01ypropylene Resin

本 品 は 、 プ ロ ピ レン の 重 合 体 で 、 平 均 分子 量 は 1 0 0 0 ～1 0 0 0 0 であ る。

性   状

本 品 は 、や や 粘 着 性 が あ る孝L 白 色 ～ 淡 黄 色 の 国 体 で 、にお い は な い か 、ま た は

わ ず か に 特 異 な に お い が あ る。

本 品 は 、水 、エ ー テ ル 及 び エ タ ノー ル に は ほ とん ど溶 け な い が 、 トル エ ン及 び

n 一 ヘ プ タ ン に はや や 溶 け る。

確 認 試 験

本 品 を 1 9 0 ℃で加 熱 圧 着 し、 5 0 ～ 1 6 o μ m の 薄 膜 と し、 赤 外 吸 収 ス ペ ク トル 測

定 法 の 薄 膜 法 に よ り測 定 す る とき 、波 数 2 9 6 0 c m  l 、2 8 5 0 c m  l 、1 4 6 0 c m  l 、1 3 8 0 c m

l 、1 1 5 6 c m  l 及び 9 7 3 側
‐1 付近 に 吸 収 を認 め る。

純 度 試 験

(1)溶  状

本 品 1 8 を 8 0 ℃の トル エ ン 1 0 0 m L に 溶 か す とき 、液 は 透 明 で あ る。

( 2 ) 重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

乾 燥 減 量  1 . 0 % 以 下 ( 5 0 g 、 1 6 0 ℃、 4 時 間 )

強 熱 残 分  0 . 1 % 以 下 ( 3 0 g 、 9 0 0 ℃、 9 0 分)
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フマル酸変性 ロジンエマル シ ョン

E m u l s l o■ o f  R o s i n  D e n a t u r e d  w i t h  F u m a r i c  A c i d

本 品 は 、フマ ル 酸 変 性 ロ ジ ン を乳 化 剤 と と もに乳 化 し、エ マ ル シ ョン と した も

の で あ る。

性   状

本 品 は 、白色 の 液 体 で 、に お い は な い か 、ま た は わ ず か に特 異 な に お い が あ る。

確 認 試 験

本 品 を 10 5℃ で 約 2時 間 乾 燥 後 、 赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り測

定 す る とき 、 波 数 17 0 0 c m - 1付近 に吸 収 を認 め る。

p H   4 0 ～ 6 . 5

純 度 試 験

( 1 ) 垂 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

芳 香 族 変 性 テル ペ ン樹 脂

Aromatic Denatured Terpene Resin

本 品 は 、 テ ル ペ ン炭 化 水 索 化 合 物 と置 換 基 を有 す る芳 香 族 炭 化 水 素 化 合 物 と

の 共 重 合 物 を水 素 添 加 して 得 られ る合 成 樹 脂 で あ る古

性   状

本 品 は 、淡 黄 色 の 半透 明 な ビー ズ状 又 は フ レー ク状 の砕 きや す い 固 体 で 、 に

お い は ほ とん どな い。

本 品 は 、 ク ロ ロホ ル ム 及 び トル エ ン に溶 けや す く、 水 及 び エ タ ノー ル に ほ と

ん ど溶 け な い。

確 認 試 験

本 品 約 l g を ク ロ ロホ ル ム 5  m L に 溶 か し、こ の溶 液 を 窓 板 に 薄 く塗 りつ け 、

ク ロ ロホ ル ム を揮 散 させ 薄 膜 と し、 赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り

測 定 す る とき 、波 数 2 9 0 0  c m  l 、1 6 0 0  c m  l 、1 4 5 0  c m  l 及び 1 3 7 5  c m ‐1 付 近 に吸 収

を認 め る。

酸   価  2 _ 0 以 下 ( 第 1 法 )

本 品 を トル エ ン ・エ タ ノー ル 混 液 ( 1 : 1 ) に 溶 か した もの に つ い て試 験 を行 う。

重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

乾 燥 減 量  1 % 以 下 ( 1 , O g 、 1 0 5 ℃、 4 時 間)

強 熱 残 分  0 1 % 以 下 ( 1 0 g 、 8 0 0 ℃)
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ポ リア ク ジル 酸 ア ミ ド液

P01yacrylamide SolutiOn

本 品 は 、 ポ リア ク リル 酸 ア ミ ドの 重 合 体 を水 溶 液 と した もの で あ る。

性   状

本 品 は 、 淡 黄 色 の 透 明 な液 体 で 、 にお い は な い か 、 ま た は わ ず か に特 異 な に

お い が あ る。

確 認 試 験

本 品 を 1 0 5 ℃で 約 2 時 間 乾 燥 後 、 赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り

測 定 す る と き 、 波 数 3 3 8 0  c m  l 、1 6 6 0  c m  l 、1 6 1 0  c m  l ( アミ ド) 、1 4 6 0 側 1 及 び

1 1 3 0  c l l l  l 付近 に 吸 収 を認 め る。

p H   4 0-9.0

純 度 試 験

( 1 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ 素   2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 3 ) ア ク リル 残 存 モ ノマ ー  1 . 5 % 以 下 ( 1 . O g )

ポ リア ク リル 酸 ア ミ ド ・ポ リビニル アル コー ル 共 重 合 体 エ マル シ ョン

Polyacrylamide,Polyvinyl Alcohol Copolymer Emulsion

本 品 は 、ポ リ ビエ ル ア ル コー ル とポ リア ク リル 酸 ア ミ ドの 共 重 合 体 エ マ ル シ ョ

ンで あ る。

性   状

本 品 は 、粘 性 を 有 す る不 透 明 の液 体 で 、 に お い は ほ とん どな い 。

確 認 試 験

(1 )ポ リ ビエ ル ア ル コー ル の確 認

本 品 5 m Lを と り、 ヨ ウ素 試 液 1滴 を加 え る と き 、 液 は 暗 青 色 又 は 赤 色 を

星 す る。又 、別 に 本 品 5 m Lを と り、エ タ ノー ル 10 m Lを 加 え る と き 、綿 状 の

沈 澱 を 生 じる。

(2 )ポ リア ク リル 酸 ア ミ ドの確 認

本 品 を 10 5℃ で 約 2時 間 乾 燥 後 、赤 外 吸 収 ス ペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ

り測 定 す る と き 、 波 数 3380cll1 1、 1660cm l、 1610cm l(ア ミ ド )、 1460cm l及

び 1 1 3 0 c m ‐1 付近 に 吸 収 を認 め る。
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純度試 験

( 1 ) 重 金 属 2 0 p p m 以 下( 第2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下( 第2 法 )

( 3 ) ア ク リル残存モ ノマー  1 . 5 % 以 下 ( 1 , 0 8 )

ポ リエ ス テ ル ・共 重 合 ポ リエ ス テ ル 複 合 繊 維

本 品 は、ポ リエ ステル ( ポリエ チ レンテ レフ タ レー ト) を芯 、共重 合 ポ リエ ステ

ル( ポリエチ レンテ レフ タ レー ト・イ ソフ タ レー ト共 重合 体 ポ リエ ステル) を鞘 に

複合 した繊 維 で あ る。

性   状

本 品 は、無 色 ～ 白色 の繊維 で、 にお い は ない。

確認試 験

( 1 ) 本 品 につ き、赤外 吸収 スペ ク トル測 定法 の薄膜 法 に よ り測 定す る とき、波

羽(1 7 2 0 c l l l  l、 1 5 8 0 c m  l、 1 5 0 0 c m  l、 1 4 1 0 c l l l  l、 1 2 6 0 c I I 1  1、 1  1  0 0  c I I l ' 1、 1  0  1  5  c I I 1  1、

8 7 0 c m  l 及び 7 2 5 c l l l  l 付近 に 吸 収 を認 め る。

( 2 ) 炎 に 近 づ け る と、溶 融 して燃 え る。 硬 くて 丸 い 黒 色 の灰 が 残 る。

比    重  1 . 3 7ハV l . 3 8

融   点  ポ リエ ス テ ル :255～ 260℃

共 重 合 体 ポ リエ ス テ ル : 1 1 0 ℃ ( 目視 に よ る軟 化 点 )

純 度 試 験

( 1 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 原子 吸 光 光 度 法 )

強 熱 残 分  4 % 以 下 ( 第 2 法 )

ポ リエ ステル 樹 脂

P o l y e t h y l e n e  T e r e p h t h a l a t e  R e s i n ( P E T )

本 品 は 、テ レフ タル 酸 ま た は テ レフ タル 酸 ジ メ チ ル とエ テ レン グ リコー ル とを

エ ス テ ル 化 ま た は エ ス テ ル 交 換 反 応 後 、重 縮 合 反 応 して 得 られ る ポ リエ チ レ ンテ

レフ タ レー ト樹 脂 で あ る。

性   状

本 品 は 、 半透 明 の粉 末 又 は粒 状 で 、 に お い は ほ とん どな い 。

確 認 試 験
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本 品 に つ き 、 赤 外 吸 収 ス ペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り涙J 定す る と き 、 波 数

1 7  2  0  c l l l ' 1、 1 5 8 0 c l l l  l、 1  2  5  0  c l l l‐1、 11 0 0 c m‐1、 10 1 5 c l l l  l、 8 7 0 c m‐1及び 725 c l l 1  1付近 に

吸 収 が 認 め られ る。

比   重  1 . 3 5 ～ 1 , 3 9

融    点   200-26FC

純 度 試 験

( 1 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p l n 以 下 ( 第 2 法 )

強 熱 残 分  0 , 1 % 以 下 ( 5 . O g 、第 1 法 )

ポ リエ ステル繊 維

P o l y e t h y l e n e  T e r e p h t h a l a t e  F i b e r

本 品 は 、テ レフ タル 酸 ま た は テ レフ タル 酸 ジ メ チ ル とエ テ レン グ リコー ル とを

エ ス テ ル 化 ま た はエ ス テ ル 交 換 反 応 後 、重 縮 合 反 応 して得 られ る ポ リエ チ レ ンテ

レフ タ レー トを繊 維 と した も の で あ る。

性   状

本 品 は 、 無 色 ～ 白色 の繊 維 で 、 に お い は な い。

確 認 試 験

( 1 ) 本 品 に つ き 、赤 外 吸 収 ス ペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り測 定 す る と き 、渡

数 1 7  2  0  c l l l｀1、 1 5 8 0 c m‐1、 1 2  5 0 c m1`、 1  1 0 0 c m‐1、 1 0 1 5 c l l l  l、 8  7 0 c m‐1及び 7 2  5 c m‐1

付 近 に 吸 収 を認 め る。

( 2 ) 炎 に 近 づ け る と、溶 融 して燃 え る。 硬 くて 丸 い 黒 色 の灰 が 残 る。

比   重  1 . 3 8 ～ 1 , 3 9

融    点   250ヘ ヤ260℃

純 度 試 験

( 1 ) 重 金属  2 0 p p m 以 下 ( 第2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 原子 吸 光光度 法)

強熱 残 分  2 . 5 % 以 下( 第2 法 )

ポ リエステル ・ポ リエチ レン複合繊維

P o l y e t h y l e n e  T e r e p h t h a l a t e / P o l y e t h y l e n e  B i c o m p o n e n t  F i b e r

本 品 は 、ポ リエ ス テ ル ( ポリエ チ レンテ レフ タ レー ト) を芯 、ポ リエ チ レ ン を鞘

に 複 合 した繊 維 で あ る。
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性   状

本 品 は 、 無 色 ～ 白色 の繊 維 で 、 に お い は な い。

確 認 試 験

本 品 に つ き 、 赤 外 吸 収 ス ペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り測 定 す る と き 、 波 数

29 8 0 c m‐1、 2 9  1 0 c m‐1、 1  7 2  0  c l l l‐1、 1  5 8  0  c l l l‐1、 1 4 5 0 c m  l、 1 2 5 0 c m - 1、 1  1  0  0  c n l‐1、 1 0 1 5

c m ‐1 、8 7 0 c m  l 及び 7 2 5 c l l l  l 付近 に吸 収 を認 め る。

比     重    1.07ハVl.37

融   点  ポ リエ ス テ ル :250～ 260℃

ポ リエ チ レン : 1 1 5 ～1 3 5 ℃

純 度 試 験

( 1 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 原子 吸 光 光 度 法 )

強 熱 残 分  4 % 以 下 ( 第 2 法 )

ポ リエチ レンオキサイ ド

Polyethylen Oxide

本 品 は 、酸 化 エ チ レ ン の 開 環 重 合 に よ り得 られ る水 溶 性 高 分 子 で 、 平 均 分 子

量 は 2 0 0 万 か ら 1 0 0 0 万で あ る。

性   状

本 品 は 、 白色 の 粉 末 で 、 にお い は な い か 、 ま た は わず か に 特 異 な に お い が あ

る。

確 認 試 験

本 品 0 _ 2 g に 水 1 0 m L 及 び チ オ シ ア ン酸 ア ンモ ニ ウム ・硝 酸 コバ ル ト試 液 5

m L を 加 え振 り混 ぜ て 放 置 す る と き 、 ク ロ ロホ ル ム 層 は青 色 を 里 す る。

粘   度

本 品 の 水 溶 液 ( 1 → 2 0 0 ) の粘 度 は 、 1 0 0 ～1 0 0 0 m P a ・s で あ る。 ( ブル ック フ ィ

ー ル ド型 回 転 粘 度 計 、 2 号 、 1 2 回 転 、2 5 ℃ 、 安 定 )

純 度 試 験

( 1 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

乾 燥 減 量  4 _ 0 % 以 下 ( 2 , O g 、1 0 5 ℃、3 時 間)

強 熱 残 分  5 . 0 % 以 下 ( 第 1 法 )
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ポ リエ チ レン樹 脂

Polyethylene Resin

本 品 は 、 エ チ レ ン を 重 合 して 得 られ る ポ リエ チ レン樹 脂 で あ る。

性   状

本 品 は 、 半 透 明 の粉 末 又 は粒 状 で 、 に お い は ほ とん どな い。

確 認 試 験

本 品 に つ き 、赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り測 定 す る と き 、高 分 子

n 一 パ ラ フ ィ ン 同族 体 の 吸 収 が認 め られ る。

比   重  0 8 5 ～ 1 0 0

融   点  90～ 140℃

純 度 試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 1 0 g に キ シ レン5 0 m L を 加 え 、加 熱 して溶 か す とき 、液 は 無 色 澄 明 で

あ る。

( 2 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p  l 1 3 以下 ( 第 2 法 )

強 熱 残 分  0 . 1 % 以 下( 5 . O g 、第 1 法 )

ポ リエ チ レン繊 維

Polyethylene Fiber

本 品 は 、エ チ レン を重 合 して 得 られ る ポ リエ チ レン を繊 維 と した もの で あ る。

性   状

本 品 は 、 無 色 ～ 白色 の繊 維 で 、 に お い は な い。

確 認 試 験

( 1 ) 本 品 に つ き 、 赤 外 吸 収 ス ペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り測 定 す る と き 、

波 数 2 9 0 0  c m ‐1 、1 4 7 0  c m  l 、1 3 7 0  c m ' 1 、7 4 0  c I B ‐1 及 び 7 2 0  c l l l  l 付近 に 吸 収 を

認 め る。

( 2 ) 炎 に 近 づ け る と、煙 を 上 げ溶 融 しな が ら燃 え て 、 パ ラ フ ィ ン の 燃 え る 臭

い が す る。 硬 い灰 色 の ビー ズ 状 の灰 が 残 る。

比   重  0 9 3 ～ 0 . 9 6

融   点  120～ 135℃

純 度 試 験

( 1 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )
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( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下( 第2 法 )

強熱 残 分  2 . 5 % 以 下 ( 第2 法 )

ポ リエ チ レン ・ポ リプ ロ ピ レン複 合 繊 維

Polyethylene/P01ypropylene BicOmponent Fiber

本 辞, は、 ポ リプ ロ ピ レン をホ ・ポ リエ チ レ ン を鞘 な い しは サ イ ドバ イ ナ イ ド

に複 合 した 繊 維 で あ る。

性   状

本 品 は 、無 色 ～ 白色 の繊 維 で 、 に お い は な い。

確 認 試 験

( 1 ) 本 品 に つ き 、 赤 外 吸 収 ス ペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り測 定 す る と き 、

波 数 29 8 0  c l l l‐1、 29 3 0  c l l l  i t  2 8 3 0  c l l l  l、 1 4 6 5  c l l l  l、 1 4 5 5  c l l l ~ 1、 1 3 7 5  c l l l  l、

12 5 5  c m‐1、 11 6 5  c m‐1、 99 5  c l l l ~ 1、 9  7 0  c r l l ~ 1、 8 4 0  c l l l‐1、 81 0  c m - 1、 7 4 0  c m - 1 ,又

び 7 2 5  c l l l  l 付近 に 吸 収 を認 め る。

( 2 ) 炎 に 近 づ け る と、煙 を 上 げ 溶 融 しな が ら燃 え て 、 パ ラ フ ィ ン の 燃 え る臭

い が す る。 硬 い灰 色 の ビー ズ状 の灰 が残 る。

比   重  0 , 9 1 ～1 . 0 1

融   点    ポ リプ ロ ピ レ ン :160～ 170℃

ポ リエ チ レン  : 1 1 5 ～ 1 3 5 ℃

純 度 試 験

( 1 ) 丘 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

強 熱 残 分  4 % 以 下 ( 第 2 法 )

ポ リ塩 化 ビニル 繊 維

Polyvinyl Chloritle Fiber(PVC Fiber)

木 品 は 、塩 化 ビニ ル を懸 濁 重 合 して 得 られ る ポ リ塩 化 ビニ ル を繊 維 と した も の

で あ る。

性   状

本 品 は 、無 色 ～ 白色 の繊 維 で 、 に お い は な い。

確 認 試 験

(1 )本 品 に つ き 、赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の 臭 化 カ リ ウム 錠 剤 法 に よ り測 定
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す る とき、波数 2 9 5 0 c m  l 、1  4  2  0  c I I l ‐1、1 2 4 0 c m  l 、1 0 7 0 c m  l 、9 6 0 c m ‐1及び 7 0 0

c m  l 付近 に吸収 を認 め る。

( 2 )本 品 を燃 焼す る とき、軟 化 ・収縮 しつつ ばい煙 をあげ 、黒塊 炭 とな る。

比  重  1 . 3 9

融   点  200～ 210℃

純度試 験

塩化 ビニル  本 品 1 , O g を と り、2 0 m L の メス フ ラス コに入れ る。これ にガ ス ク ロ

マ トグラフ ィー用 テ トラ ヒ ドロフ ラン約 1 0 m L を 加 え、冷所 で時 々振 り混ぜ て

溶 か した後 、冷却 しなが ら、あ らか じめ冷却 した ガス ク ロマ トグ ラフ ィー用 テ

トラ ヒ ドロフ ラ ンを加 えて2 0 m L と し、試 験溶 液 とす る。 試 料溶 液 及 び塩 化 ビ

ニル標 準液 2 μ L につ き、次 の条件 で ガ ス ク ロマ トグラ フ ィー に よ り試 験 を行

う。 それ ぞれ の塩 化 ビエル の ピー ク高 さH t 及びH s を 測 定す る とき、H t は H s

よ り大 き くない。

操作 条件

検 出器 : 水 素炎 イ オ ン化 検 出器

カ ラム : 内 径約 3  1 1 u l l 、長 さ 2 ～ 3 m の 管 にガ ス ク ロマ トグ ラフ ィー 用 ポ リ

プ ロ ピ レング リコール を 1 5 0 ～1 8 0 μ m の ガ ス ク ロマ トグ ラフ ィー 用 ケ

イ ソウ土 に 1 0 ～1 5 % の 害J 合で被 覆 した もの を充 て んす る。

カ ラム温度 : 6 0 ～7 0 ℃の一 定温度

キ ャ リヤー ガ ス : 窒 素

液 量 : 塩 化 ビニル の保 持 時間 が約 1 _ 5 分に な る よ うに調 整 す る。

カ ラムの選 定 : 塩 化 ビエル標 準液 2 μ L に つ き、上記 の条件 で操 作す る と

き、塩 化 ビニル 、エ タ ノール の順 に流 出 し、それ ぞれ の ピー クが完全 に

分離 す る もの を用 い る。

検 出感 度 : 塩化 ビニル標 準液 2 μ L か ら得 た塩 化 ビエル の ピー ク高 さが 5 0

～ 7 0  1 1 u l l にな る よ うに調整 す る。

乾燥滅 量  1 . 0 % 以 下 ( 1 0 g 、 1 0 5 ℃、 2 時 間)

強熱残 分  2 5 % 以 下( 第2 法 )

ポ リビニル アル コー ル

Polyvinyl Alcohol

本 品 は 、ポ リ酢 酸 ビニ ル を け ん 化 して 得 た 重 合 物 で 一 [ C H 2 ~ C H O H ] n 一 [ C H

2 ~ C H O C O C H 3 1 m ~ で 表 され る。 本 品 は 、そ の 粘 度 をm P a ・s 単位 で表 示 し、通

例 2 ～ 1 0 0 m P a ・s で あ る。

性   状
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本 品 は、無 色 ～微 黄 白色 の粒 、粉末 も しくは繊維 で 、にお い は ない か 、また は

わず か に酢 酸 臭 が あ る。

木 品 は、エ タ ノール 、エーテル及 び ク ロ ロホル ムに ほ とん ど溶 けない。

本 品 に水 を加 えて加 熱 す る とき、透 明 な粘性 の液 とな る。

本 品 は、吸湿性 で あ る。

確 認 試 験

( 1 ) 本 品0 . 5 g に水 1 0 m L を加 え、加熱 して溶 か し、冷後 、 この液 5 m L に ヨウ素

試液 1 滴 を滴 下 し、静置す る とき、液 の色 は暗赤色 ～青色 を呈す る。

( 2 ) 本 品 0 . 0 1 g に水 1 0 0 m L を加 え、加 熱 して溶 か し、冷後 、 この液 5  m L にヨ

ウ素試 薬 1 滴 を加 えて混和 し、次 にホ ウ酸溶液 ( 1 → 2 5 ) 5  m L を加 える とき、

液 は青 色 を呈す る。

( 3 ) ( 1 ) で 得 た液 2  m L にエ タ ノール 5  m L を加 え る とき、白色綿 状 の沈殿 を生 じ

る。

粘   度   表 示 値 ( m P a ・s ) の 8 5 ～ 1 1 5 %

本 品 を乾燥 し、その4 . 0 0 0 g をと り、水 9 5 m L を加 え、3 0 分間放 置 した後 、冷

却器 を付 け、 2 時 間 か き混ぜ なが ら加 熱 して溶 かす。 冷後 、水 を加 えて 1 0 0 , O g

と し、混和す る。 静置 して泡 を除 き、2 0 ±0 。1 ℃で第 1 法 に よ り試 験 を行 う。

p H  本 品 の水溶液 ( 1 → 2 5 ) のp H は 5 0 ～ 8 , 0 であ る。

けん化 度   7 0 m o l % 以 上

木 品 を乾燥 し、推 定 けん化度 に応 じ、表 1 に 規 定す る採 取 量 を精 密 に量 り、共

栓 三角 フ ラス コに入れ 、水 1 0 0 m L を加 え、2 時 間 か き混ぜ なが ら加熱 して溶 かす 。

冷 後 、表 1 に 従 い、0  1 m o 1 7 L 又は0 . 5 m o 1 / L 水酸 化ナ トリウム液 2 5 m L を正確 に加

え、密栓 して 2 時 間放置す る。次 に、水酸化 ナ トリウム液 と同一濃 度 の硫 酸 2 5 m L

を正確 に加 えて よ く振 り混ぜ た後 、表 1 に 従 い 、0 . l m o 1 / L 又は0 . 5 m o 1 / L 水酸化 ナ

トリウム液 で滴 定す る( 指示薬 : フ ェ ノール フ タ レイ ン試 薬 3 滴 ) 。同様 の方 法 で

空試験 を行 う。

けん化度 (mOl%)=100-
44.05A

60.05-0.42A

A =
0.6005x(a― b)fD

試料の量(g)

0 . l  m 0 1 7 L 又は0 . 5 m o 1 / L 水酸 化ナ トリウム液 の消 費量 ( m L )

空試 験 にお け る0 . l m o 1 / L 又は0 . 5 m o 1 / L 水酸 化 ナ トリウム液 の消費量 ( m L )

0 , l m o 1 / L 又は0 , 5 m o 1 / L 水酸化ナ トリウム液 の フ ァクター

水酸 化 ナ トリウム液 の濃度 ( 0 _ l m o 1 / L 又は0 , 5 m o 1 / L )

ａ

ｂ

ｆ

Ｄ
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表 1  推 定 けん化度 と試料 採 取 量及 び使 用規 定液

推定けん化度

モル%

試 料 採 取 量

g

使 用 規 定 液

濃 度

mo1 / L

使 用 量

mL

9 7 以上 3 0.1 25.00

9 0 以上 9 7未 満 3 0.5 25.00

8 0 以上  9 0 未 満 つ
る 0.5 25,00

7 0 以上  8 0 未 満 1 0.5 25.00

純 度 試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 1 . O g を水 2 0 m L に 加 え、よ くか き混ぜ て分散 させ た後 、2 時 間以 上 か

き混ぜ な が ら加熱 し、冷 却す る とき、液 は無色透 明 で あ る。

( 2 ) 重 金 属  1 0 p p m 以 下( 2 0 g 、 第 2 法 、鉛標 準液 2 . O m L )

( 3 ) ヒ  兼  2 p p m 以 下 ( 第2 法 )

乾燥 減 量  6 0 % 以 下( 1 , O g 、1 0 5 ℃、 3 時 間)

強熱 残 分  2 % 以 下( 第1 法 )

ポ リプ ロ ピ レ ン 共 重 合 繊 維

本 品 は 、プ ロ ピ レン とエ チ レンを共 重合 して得 られ るプ ロ ピ レン ・エ テ レン

共 重 合 体 を繊 維 と した もので あ る。

性   状

本 品 は、無 色 ～ 白色 の繊維 で、 にお い は ない。

確 認 試 験

本 品 につ き、赤 外吸収 スペ ク トル測 定法 の薄膜 法 に よ り測 定す る とき、波 数

2 9 5 0  c m  l、 2 9 2 0  c m ~ 1、 2 8 4 0  c l l l ~ 1、 1 4 5 5 c , n‐1、 1 3 7 5  c l n ~ 1、 1 2 5 5  c I B ~ 1、 1 1 6 5  c m ~ 1、

9 7 0  c m  l 、8 4 0  c m  l 及び 7 2 0  c m  l 付近 に 吸 収 を 認 め る。

比    重   0 _ 8 9 - 0 9 0

融   点  1 4 8 ℃

純 度試 験

( 1 ) 重 金属 2 0 p p m 以 下 ( 第2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下( 第2 法 )

強熱 残 分  4 % 以 下( 第2 法 )
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ポ リプ ロ ピ レ ン ・共 重 合 ポ リプ ロ ピ レ ン 複 合 繊 維

本 品 は、 ポ リプ ロ ピ レンを志 、共 重合 ポ リプ ロピ レン( プロ ピ レン ・エ チ レン

共 重合 体) を鞘 ない しはサ イ ドバ イサイ ドに複合 した繊維 で あ る。

性   状

本 品 は、無色 ～ 白色 の繊維 で、 におい はない。

確 認試 験

( 1 ) 本 品 につ き、赤外吸 収 スペ ク トル測 定法 の薄膜 法 に よ り測 定す る とき、波

場(2 9 8 0 c m‐1、 2 9 4 0 c m‐1、 2 8 3 0 c m‐1、 1 4  6  0 c m‐1、 1 3 8 0 c m‐1、 1  2  5  5  c n l‐1、 1  1 6 5 c l n  l

及 び 7 1 0 c m  l 付近 に 吸 収 を認 め る。

( 2 ) 炎 に近 づ け る と、煙 を 上 げ溶 融 しな が ら燃 え て 、パ ラ フ ィ ン の燃 え る臭 い

が す る。 硬 い灰 色 の ビー ズ状 の灰 が残 る。

比    重  0 , 9 1 - 0 . 9 4

融   点  ポ リプ ロ ピ レン :160～ 170℃

共 重 合 ポ リプ ロ ピ レン : 1 1 5～1 4 8℃

純 度 試 験

( 1 )憂 金 属  2 0 p p m以 下 (第 2法 )

( 2 )ヒ  素   2 p p m以 下 (第 2法 )

強 熱 残 分  4 %以 下 (第 2法 )

ポ リプ ロ ピ レン樹 脂

P o l y p r o p y l e n e  R e s i n ( P P )

本 品 は 、 プ ロ ピ レン を重 合 して 得 られ る ポ リプ ロ ピ レ ン樹 脂 で あ る。

性   状

本 品 は 、 半 透 明 の 粉 末 又 は粒 状 で 、 にお い は ほ とん どな い 。

確 認 試 験

本 品 に つ き 、 示 外 吸 収 ス ペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り測 定 す る と き 、 波 数

29 3 0 c m  l、 2 8  3 0  c l l l‐1、 1  4  5  5  c l l l‐1、 1  3  7  5  c l l l‐1、 1 2  5 5 c m‐1、 1  1  6  5  c I I l ~ 1、 9  9  5  c l n - 1、 9 7 0

c 口1 、8 4 0 c m  l 及び 8 1 0 c m  l 付近 に 吸 収 が認 め られ る。

比    重   0 . 8 9 - 0 . 9 4

融   点  150～ 170℃

純 度 試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g に キ シ レ ン5 0 m L を 加 え 、加 熱 して溶 か す と き 、 液 は 無 色 澄 明 で
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あ る。

( 2 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下( 第2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p m 以 下( 第2 法 )

強熱残 分  0 _ 1 % 以 下( 5 , O g 、第 1 法 )

ポ リプ ロ ピ レン繊 維

Polypropylene Fiber

本 品 は 、プ ロ ピ レン を重 合 して 得 られ る ポ リプ ロ ピ レ ン を繊 維 と した もの で あ

る。

性   状

本 品 は 、 無 色 ～ 白色 の 繊 維 で 、 に お い は な い 。

確 認 試 験

(1 )本 品 に つ き 、赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り測 定 す る とき 、波

数 29 3 0 c m  l、 2 8 3 0 c皿 1、 1 4 5 5 c m  l、 1  3  7  5  c l l l‐1、 1  2  5  5  c l l l‐1、 1 1 6 5 c m‐1、 9 9 5 c i 1 1  1、

9 7 0 c m ‐1 、8 4 0 c m  l 及び 8  1 0 c m ‐1 付近 に 吸 収 を認 め る。

( 2 ) 炎 に 近 づ け る と、煙 を 上 げ溶 融 しな が ら燃 え て 、パ ラ フ ィ ン の燃 え る臭 い

が す る。 硬 い 灰 色 の ビー ズ状 の灰 が残 る。

融   点  160～ 170℃

純 度 試 験

( 1 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) と  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 , 法)

強 熱 残 分  2 5 % 以 下 ( 第 2 法 )

マ レイ ン酸 変 性 石 油 樹 脂 液

本 品は 、水 酸化 カ リウム水溶液 を加 温 したマ レイ ン化 石 油樹脂 とマ レイ ン化 ロ

ジンに加 え、よ くか き混ぜ なが ら中和 し、水 を加 えて孝L化 分 散 し、冷後 ろ過 した

もので あ る。

性   状

本 品 は 、淡 黄褐 色 の 半透 明 な液体 で 、特 異 な にお い が あ る。

確認試 験

本 品 1, O gを 水 5 m Lに 溶 か し、塩 酸 0. 2 m Lで 中和後 、エ ー テル 10 m Lを 加 えて

か き混ぜ る。エー テル 層 を と り、溶 媒 を押 散 し、赤外 吸 収 スペ ク トル測 定法 の臭

‐115‐



化 カ リ ウム錠 剤 法 に よ り測 定 す る とき 、波 数 1 8 6 0 c m  l 、1 7 8 0 c m  l 、1 7 0 0 c m  l 、7 2 0

c m  l 及び 7 0 0 c m ‐1 付近 に 吸 収 を認 め る。

p H  9 _ 5 ～ 1 0 _ 5 ( 1 →6 )

純 度 試 験

( 1 ) 重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

マ レイ ン酸 変性 ロジ ン液

Solution of Rosin Denatured with A/1aleic Acid

本 品 は 、 マ レイ ン酸 変 性 ロ ジ ン の ア ル カ リ金 属 塩 水 溶 液 で あ る。

性   状

本 品 は 、褐 色 透 明 な液 体 で 、 ロ ジ ン の 特 異 な に お い が あ る。

確 認 試 験

本 品 を 1 0 5 ℃で 約 2 時 間 乾 燥 後 、赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り測

定 す る とき 、 波 数 2 8 0 0 ～3 0 0 0 c 皿
‐1 、1 5 7 0 c m ‐1 及び 7  0 0 c m ‐1 付近 に吸 収 を認 め る。

pH  90～ 11.0

純 度 試 験

( 1 ) 重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

α― メチル スチ レン系樹 脂

α―酌Iethylstyrene―groltp Resin

本 品 は、 α一 メチル スチ レンモ ノマー(5 0～9 0 % )と スチ レンモ ノマ ー(1 0～

5 0 % )を 三 フ ッ化 ホ ウ素 を触媒 と して重合 させ て得 られ るオ リゴマ ー で 、平均 分

子量 は60 0～ 5 0 0 0で あ る。

性   状

本 品 は、弱粘性 を有す る 白色 の団体 で 、 アセ トン及 び トル エ ンに溶 けや す く、

水及 び メタ ノール には不溶 で あ る。

確認試 験

本 品約 40 gを 四塩 化 炭素 10 0 m Lに 溶 か し、塩 化 ナ トリウムの 固定セ ル に注入

し、赤外 吸収 スペ ク トル測定法 の溶液 法 に よ り沢1定す る とき、波 数 29 8 0 c m  l及び

29 7 0 c m  l付近 に吸収 を認 め る。
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純度 試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g に トルエ ン1 0 0 m L を加 え水浴 上 でカロ熱す る とき、液 は透 明で あ る。

( 2 ) 重 金 属  5 0 p p m 以 下( 0 _ 5 g 、第 2 法 、鉛標 準液 2 . 5 m L )

乾燥減 量  1 . 0 % 以 下( 1 . O g 、1 0 5 ℃、 4 時 間)

強熱 残 分  0 . 1 % 以 下( 1 , O g 、4 5 0 ～5 5 0 ℃)

綿 状 パ ル プ

F l o c c u l e n t  P u l p

本 品 は 、 化 学 パ ル プ を綿 状 と した も の で あ る。

性   状

( 1 ) 本 品 は 、 白色 で 、 にお い は な く異 物 を含 ま な い。

( 2 ) 本 品 は 、繊 維 塊 を著 し く含 ま な い 。

純 度 試 験

( 1 ) リ グ ニ ン

本 品 に 、フ ロ ロ グル シ ン 0 , l g に 塩 酸 1 5 m L 及 び 水 を加 え て 溶 か し 2 0 m L

と した 液 を滴 下 す る と き 、 著 しい 桃 色 又 は 、 赤 色 を 呈 しな い 。

(2)色  素

本 品 1 0 g に エ タ ノー ル 1 0 0 m L を 加 え て 冷 浸 し、圧 して 浸 液 5 0 m L を と

り、 ネ ス ラー 管 に入 れ 、 上 方 か ら観 察 す る とき 、液 の 色 は 、 黄 色 を 呈 す る

こ とが あ つ て も青 色 又 は 緑 色 を 呈 しな い 。

( 3 ) 酸 及 び ア ル カ リ

本 品 1 0 g に 新 た に煮 沸 し、 冷 却 した 水 1 0 0 m L を 加 え て 冷 浸 す る。 そ の

浸 液 2 5 m L を と り、 これ に フ ェ ノー ル フ タ レイ ン試 液 3 滴 を加 え る と き 、

紅 色 を 里 しな い。 ま た 、別 に 同 液 2 5 m L を と り、 これ に メ チ ル オ レン ジ試

液 1 滴 を加 え る とき 、 赤 色 を 里 しな い 。

( 4 )  け い 光

本 品 に 暗 所 で紫 外 線 ( 主波 長 : 3 6 5 n m ) を照 射 す る と き 、 著 しい け い 光 又

は汚 染 を疑 わせ るけい光 を認 め ない。

( 5 ) 沈 降 速度

本 品 5 _ O g をと り、径 0 , 4 1 1 1 1 1 1 の銅 線 ( 2 6 番線 ) を 用 いて作 った径 5  0  1 M l 、

深 さ 8  0  1 1 u l l 、線 と線 の距離 2 0 1 1 1 1 1 1 及び 重 さ約 3 g の 円筒 型 の試 験 か ごの 中 に

入 れ 、か ごを横 に して 2 0 0 1 1 1 1 1 1 ×2 0 0  m m のガーゼ の対 角線 上 の 二端 で包 み 他

の 両端 を結 び 、結 び 目を上 に して深 さ約 2 0  0  1 1 1 E l l の常温 の水 の 中 に水 面 上 約

1  0  1 M l l の高 さか らか ごを横 に して静 か に落 とす とき、か ごは 、8 秒 以 内 に水
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面 下 に沈む。

灰   分  0 . 6 5 % 以 下 ( 5 . 0 8 )

モ ノ ラ ウ リン酸 ソル ビタ ン

Sorbitan mIon。laurate

本 品 は、主 と して ソル ビタ ンの ラ ウ リン酸 モ ノエ ステル か らな る。

性   状

本 品 は、微黄 色 ～黄褐 色 の液 体 で、わず か に特異 な にお いが あ る。

確認試 験

(1 )本 品 0. 5 gに エ タ ノール 5 m Lを 加 え、水浴 上 で加 熱 して溶 か し、希硫 酸

5 m Lを 加 え、更 に 30分 問加 熱 す る。 これ を冷 却す る とき、油滴 又 は 白色

～黄 白色 の 国体 を析 出す る。 この油滴 又 は固体 を分離 し、エ ー テル 5 m L

を加 えて振 り混ぜ る とき、溶 け る。

(2 ) ( 1 )の 油滴 又 は回体 を分離 した液 2 m Lに 新 た に調 製 した カテ ヨール溶 液

(1→ 1 0 ) 2  m Lを 加 えて振 り混ぜ 、更 に硫酸 5 m Lを 加 えて振 り混ぜ る とき、

液 は赤 色～赤 か つ色 を呈す る。

(3 )本 品 5gを と り、 けん化価 測 定 法 に準 じて けん化 した後 、エ タ ノール を

充分 に留去す る。これ に水 50 m Lを 加 えて溶 か した後 、塩 酸 酸性 (メチル オ

レンジ)と し、エー テル 30 m Lで 2回 抽 出す る。 エ ー テル層 を合 わせ 、水

20 m Lず つ で洗液 が 中性 とな るまで洗 った後 、水浴 上 でエー テル を留去 し、

残留物 の酸価 を測 定す る とき(0 5 g、 第 1法 )、2 6 0～ 2 8 0で あ る。 ただ し、

けん価 には 0, 5 m o 1 / L水 酸化 カ リウム ・エ タノール液 50 m Lを 用 い る。

酸   価  1 3以 下(2 , O g、 第 2法 )

けん化価  1 5 5～ 1 7 4

純度試 験

(1 )重 金属 2 0 p p m以 下 (第 2法 )

( 2 )ヒ  素  2 p p m以 下 (第 2法 )

乾燥減 量  3 _ 0 %以 下 (5 . O g、 1 0 5℃ 、 1時 間)

強熱残 分  1 0 %以 下 (3 _ O g、 第 3法 )

木綿

C o t t o n

本 品 は 、綿 花 の 種 子 に 付 着 して い る綿 毛 で あ る。
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性   状

( 1 )本 品 は、 白色 で 、 にお い はな く異物 を含 ま な い。

(2 )本 品 は、果皮 、種子 の破 片 又 はネ ップ を著 し く含 ま ない。

確 認 試 験

本 品 は 、ア ンモ ニア銅試 液 に溶 けエ タ ノール に は溶 けない。

純度試 験

(1)色  素

本 品 1 0 g に エ タ ノール水 1 0 0 m L を 加 えて冷 浸 し、圧 して浸液 5 0 m L を

と り、ネ ス ラー管 に入れ 、上方 よ り観 察す る とき、液 の色 は 、黄 色 を 呈す

る こ とが あ つて も青色又 は緑 色 を里色 しない。

( 2 ) 酸 及 び アル カ リ

本 品 1 0 g に 、新 たに煮沸 し、冷却 した水 1 0 0 m L を 加 えて冷 浸す る。 そ

の浸液 2 5 m L を と り、これ に フェ ノール フタ レイ ン試 液 3 滴 を加 え る とき、

紅 色 を呈 しない。 また、別 に同液 2 5 m L を と り、 これ に メチル オ レン ジ試

液 1 滴 を加 え る とき、赤色 を塁 しない。

( 3 ) け い 光

本 品 に 暗 所 で 紫 外 線 ( 主波 長 : 3 6 5 n m ) を照 射 す る と き 、 著 しい け い 光 又

は 汚 染 を 疑 わ せ る け い 光 を認 め な い 。

灰    分   0 . 2 5 % 以
~ 下

( 5 0 g )

硫 酸 アル ミニ ウム

A l u■li n u l n  S u l f a t e

本 品 は 、硫 酸 ア ル ミニ ウム 〔A1 2 ( S 0 4 )・1 8 H 2 0〕 を 8 . 0～8 . 2 %含 有 す る水 溶

液 で あ る。

性   状

本 品 は 、 無 色 ～ 淡 黄 褐 色 の透 明 な液 で 、 に お い は な い 。

確 認 試 験

(1 )本 品 は 、 ア ル ミユ ウム塩 の 定 性 反 応 を 呈 す る。

(2 )本 品 は 、 硫 酸 塩 の 定 性 反 応 (1 )及び ( 2 )を呈 す る。

p H

本 品 を 2 w / v % に 調 製 し、 p H 測 定法 に よ り測 定 す る とき、3 , 0 ～4 , 0 の 範 囲

で あ る。

純 度試 験

(1)鉄               .
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本 品 1 , O g をネ ス ラ ー
管 に と り、 希 硝 酸 6  m L 及 び 水 を 加 え て 溶 か し

2 0 m L と し、過 硫 酸 ア ンモ ニ ウム 0 . 0 5 g 及び チ オ シ ア ン酸 ア ンモ ニ ウ ム試

液 5  m L を加 え て振 り混 ぜ た 後 、n 一 ブ タ ノー ル 1 5 m L を 加 え て 3 0 秒 間 激

し く振 り混 ぜ る とき 、n 一 ブ タ ノー ル 層 の 色 は 、次 の 比 較 液 よ り濃 くな い 。

比 較 液 : 本 品 の 代 わ りに鉄 標 準 液 2 . 9 m L を用 い 、 同様 に操 作 す る。

( 2 ) 重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第 1 法 )

( 3 ) ヒ  兼  2 p p m 以 下 ( 0 . 4 0 g 、第 1 法 )

レー ヨンステ ー プル 綿

Flocculent Rayon

本 品 は 、植 物 性 繊 維 を原 料 と した 再 生 繊 維 を綿 状 に した もの で あ る。

性   状

本 品 は 、 白色 で 、 に お い は な く、 異 物 を含 ま な い 。

確 認 試 験

本 品 は 、硫 酸 に溶 け 、 ア ンモ ニ ア銅 試 液 に は 初 期 膨 潤 した の ち溶 け る。

純 度 試 験

( 1 ) 色 素

本 品 1 0 g に エ タ ノー ル 1 0 0 m L を 加 え て 冷 浸 し、圧 して 浸 液 5 0 m L を と

り、 ネ ス ラー 管 に入 れ 、 上 方 か ら観 察 す る とき 、 液 の 色 は 、 黄 色 を 呈 す る

こ とが あ つ て も青 色 又 は緑 色 を 呈 しな い 。

( 2 ) 駿 及 び ア ル カ リ

本 品 1 0 g に 、 新 た に煮 沸 し、 冷 却 した 水 1 0 0 m L を 加 え て 冷 浸 す る。 そ

の 浸 液 2 5 m L を と り、これ に フ ェ ノー ル フ タ レイ ン試 液 3 滴 を加 え る と き 、

紅 色 を呈 しな い 。 ま た 、別 に 同液 2 5 m L を と り、 これ に メ チ ル オ レ ン ジ試

液 1 滴 を加 え る とき 、 赤 色 を 呈 しな い 。

( 3 ) け い 光

本 品 に暗所 で紫外線 ( 主波長 : 3 6 5 n m ) を照射す る とき、著 しい けい 光 又

は汚染 を疑 わせ るけい光 を認 めない。

( 4 ) 沈 降速度

本 品 5 , O g を と り、径 0 . 4  1 1 M I l の銅 線 ( 2 6 番線) を用 い て作 つた径 5  0  1 1 u l l 、深

さ 8 0 1 1 1 1 1 1 、線 と線 との距離 2 0 1 1 1 1 1 1 及び重 さ約 3 g の 円筒型 の試 験 か ごの 中 に

入れ 、深 さ約 2 0 0 1 1 1 1 1 1 の常温 の水 の 中に水 面 上約 1  0  1 B n l の高 さか らか ごを横

に して静 か に落 とす とき、か ごは 、 8 秒 以 内 に水 面 下 に沈 む。

灰   分  0 . 2 5 g % 以 下( 5 . O g )

1 . 2 % 以下 ( 5 . O g ) ( つや 消 し加 工 した もの)
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レー ヨン繊 維

Rayon Fiber

本 品 は 、セ ル ロー ス を ビス コー ス 法 に よ り再 生 した セ ル ロー ス繊 維 で あ る。

性   状

本 品 は 、 無 色 ～ 淡 黄 色 の 繊 維 で 、 に お い は ほ とん どな い 。

確 認 試 験

( 1 ) 本 品 に つ き 、赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の 臭 化 カ リ ウム 錠 剤 法 に よ り測 定

す る とき 、 波 数 2 9 0 0 c m  l 、1  6  5  0  c l l l 】及 び 8 9 0 c m  l 付近 に 吸 収 を認 め る。

( 2 ) 本 品 を燃 焼 す る と き 、紙 の燃 え る臭 い を発 し、 そ の 残 灰 は 細 く、黒 色 又 は

灰 色 で あ る。

( 3 ) 本 品 は 、 ア ンモ ニ ア 銅 試 液 に 溶 け る。

比    重   1 _ 5 0 - 1 5 2

融   点  260～ 300℃ (分 解 )

純 度 試 験

( 1 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

乾 燥 減 量  1 1 _ 0 % 以 下 ( 2 . O g 、1 0 5 ℃、 3 時 間)

強 熱 残 分  2 . 5 % 以 下 ( 第 2 法 )
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第 2部  着 色成分
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二酸 化 ケイ 素

C , I . ア シ ッ ドブル ー 9  ( 青 色 2 0 5 号 )

C . I  ア シ ッ ドブル ー 7 4  ( 青 色 2 号 )

C . I . ア シ ッ ドレ ッ ド5 1 ( 赤 色 3 号 )

C . I  ダ イ レク トイェ ロー 1 2

C . I . ダ イ レク トオ レン ジ 2 6

C  I , ダ イ レク トバ イオ レッ ト5 1

C . I  ダ イ レク トブルー 1

C . I  ダ イ レク トブル ー 8 6

C  I . ダ イ レク トブルー 1 0 6

C . I  ダ イ レク トブルー 2 0 3

C , I  ダ イ レク トレッ ド2 3

C  I  ダ イ レク トレッ ド3 1

C . I  ダ イ レク トレッ ド3 7

C , I . ダ イ レク トレン ド8 0

C . I  ダ イ レク トレッ ド8 1

C  I  ダ イ レク トレッ ド2 2 7

C  I  バ ッ ドブル ー 1

C . I  ピ グ メ ン トイエ ロー 1 ( 黄 色 4 0 1 号 )

C , I . ピ グ メン トイエ ロー 1 2 ( 黄 色 2 0 5 号 )

C  I  ピ グ メン トイ エ ロー 1 4

C  I  ピ グメ ン トイエ ロー 8 3

C  I  ピ グ メ ン トオ レン ジ 1 3 ( だ いだ い色 2 0 4 号 )

C , I  ピ グメ ン トグ リー ン 7

C , I  ピ グ メン トバ イオ レッ ト1 9

C _ I  ピ グメ ン トバイ オ レッ ト2 3

C 、 I  ピ グメ ン トブルー 1 5 ( 青 色 4 0 4 号 )

C . I  ピ グ メン トブルー 2 7

C.I.ピ グ メン トブ ラ ウン 6(酸 化鉄 )

C . I _ ピ グメ ン トブ ラ ウン 2 4 ( チ タンイエ ロー )

C _ I  ピ グメ ン トブ ラ ック 7 ( カ ー ボ ンブ ラ ック)

C,I  ピ グメ ン トホ ワイ ト4(酸 化 亜鉛 )

C  I . ピ グ メン トホ ワイ ト6 ( 酸 化 チ タン)

C  I _ ピ グメ ン トホ ワイ ト1 8 ( 炭 酸 カル シ ウム)

C . I  ピ グメ ン トホ ワイ ト1 9 ( カ オ リン)

C , I  ピ グメン トホ ワイ ト2 1 ( 硫 酸バ リウム)

C , I . ピ グメ ン トレッ ド2 2 ( 赤 色 4 0 4 号 )

C , I  ピ グ メ ン トレ ッ ド4 8 ( 赤 色 4 0 5 号 )
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C,I.

C. I.

C,I

C. I

C,I,

C.I.

C  I.

C,I.

C  I

C.I.

C.I.

C,I

ピグメ ン トレッ ド5 7  ( 赤 色 2 0 1 号 )

ピグメン トレッ ド5 7 - 1 ( 赤 色 2 0 2 号 )

ピグメン トレッ ド1 6 6

フー ドブル ー 2 ( 青 色 1 号 )

ベイ シ ックバ ィォ レ ッ ト3

リア クテ ィブォ レンジ 1 6

リア クテ ィブブ ラ ック 5

リア クテ ィブ ブル ー 2 1

リア クテ ィブブルー 2 7

リア クテ ィブブル ー 2 8

リア クテ ィブブル ー 3 8

リア クテ ィブ レッ ド2 1

-124‐


